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7--のとき,このモデルは従来の拡散律速凝集 (DI｣A)のモデルとなり, 7 -1とすると
拡散による高分子成長 (Self-avoidingwalk(DLSAW))のモデルとなる｡ 従って,このモデル










図1(aレ l(g)には,種々の Tに対 して得 られたパターンを示 している｡ 図2には各々の Tに
対 して約100サンプル以上の計算を行い原点 (種粒子の位置 )とi番 目に付着 した粒子との距
離RLの平均<R…>を‖こ対 しプロットしたものである｡これからフラクタル次元が求められ
る｡ 7-1のときは DLSAWの次元,7--ではDLAの次元,さらに一般の丁では始めはDLA





























筑波大学物理工学系 小 川 泰
広く､形の物理学､形の科学一般に興味を持つ者として､DLAは重要な模型と
考えているが､自分では全くいじっていない門外漢である｡この研究会の名を頼
りに､ ｢..その周辺｣の話題として､DLAに現れると言う異方性の間道1)に関連
して､微分方程式の差分化や､連続空間の問題を格子のような雄散空間で扱う場
合の一般的な問題点について論じたい｡
この研究会でも幾つかの発表があるように､DI,Aのlong-run-Slmulationで
は､格子のもつ異方性が反映してくると言うことである｡格子上の酔歩と拡散の
関係は､まず1次元では､二項分布からGauss分布への移行と言う中央極限定理の
問題であり､Stirlingの公式を使う近似と､原点(出発点)に近いところに着目する
近似に基づいている｡2次元正方格子では､指数関数の屑が二次式であるGauss
分布近似の枠内では等方的であるが､4次まで考慮 したときには異方性を免れな
い｡また､原点付近の分布は､何度も行き来した結果である｡ しかるに､DLA
では､凝集体表面に初めて到着 したときに付着するので､この考えの範囲内で
は､異方性が現れて当たり前である｡1度の到着だけでは､単純には付着 しなし千
と修正した模型では､当方性が回復するように見受けられるが､格子を導入して
いる以上､ある程度の異方性は避けられない｡
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